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 ９ へき地医療体制 

（１）現状 

ア へき地医療の状況 

○  根室圏域は無医・無歯科地区＊１及び無医・無歯科地区に準じる地区＊２はありま

せんが、市町の面積が広いこともあり、一定の区域内に医療機関がない地区を抱えて

いる状況にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ へき地拠点病院 

○ 根室圏域では、町立中標津病院が「へき地医療拠点病院＊３」として指定されてお

り、１日平均外来患者数は 587.3 人（令和 5 年度）となっています。 

 

 

 

 

 

ウ へき地診療所 

○ へき地診療所＊４は、一定の区域内に医療機関がない地域住民の医療を確保するこ

とを目的として、道、市町村、公的医療機関などにより設置・運営されているもので、

根室圏域には羅臼町に知床らうす国民健康保険診療所が設置されており、社会医療法

人孝仁会の指定管理＊５により運営されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈無医地区等の定義〉 

＊１＜無医地区＞ 

・無医地区とは、医療機関のない地域で、当該地区の中心的な場所を起点としておおむね半径

４㎞の区域以内に 50 人以上が居住している地区であって、かつ容易に医療機関を利用すること

ができない地域をいう。 

＊２＜無医地区に準じる地区＞ 

・無医地区に準じる地区とは、無医地区には該当しないが、無医地区に準じた医療の確保が必

要な地区と都道府県知事が判断し、厚生労働大臣に協議し適当と認められた地区をいう。 

※「無歯科医地区」、「無歯科医地区に準じる地区」については、それぞれ「医療機関」を「歯

科医療機関」に読み替える。 

＊３＜へき地医療拠点病院＞ 

  道においては、平成 15 年４月に 25 か所の地域センター病院の中から 19 病院を、無医地区等

への巡回診療、代診医派遣、へき地医療従事者に対する研修等のへき地医療支援を行う「へき

地医療拠点病院」として指定している。 

＊４＜北海道へき地診療所の設置基準＞ 

・へき地診療所を設置しようとする場所を中心として、おおむね半径４㎞の区域内に他の医療

機関がなく、その区域内の人口が原則として人口 1,000 以上であり、かつ、診療所の設置予定

地から最寄り医療機関まで通常の交通機関を利用して分以上要するものであること。 

・医療機関のない離島のうち、人口が原則として 300 人以上、1,000 人未満の離島に設置するも

のであること。 
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エ へき地における医師確保 

○ 根室圏域の医師等医療従事者の不足は深刻であり、自治体病院・診療所においては

一部診療科目の休止や受診制限等が続いていることから、へき地医療の充実を図るこ

とは大変厳しい状況となっています。 

○ 道では、地域医療の充実・確保に向け、医師派遣を巡る諸問題への対応策について

検討・協議を行い、具体的な取組を推進するため、北海道地域医師連携支援センター

において、自治体病院等への医師派遣調整を実施しており、町立中標津病院及び市立

根室病院への医師派遣の実績があります。 
      

 

（２）課題 

ア へき地における保健指導 

○ 根室圏域には、公共交通機関の通っていない少人数集落など、通院に不便な地域が

多いことから、住民の健康の保持・増進を図るため、住民の保健衛生状態を十分に把

握し、実情に応じた保健指導を行う必要があります。 

イ へき地における診療の機能 

○ 診療科目の充実や初期救急医療、入院等を要する救急医療に対して適切に対応でき

る体制の充実強化が求められています。 

○ へき地診療所等における診察結果に基づき、専門的な医療や高度な医療が必要な場

合には、病状や緊急性に応じ適切な医療機関への紹介や移送の確保が求められており、

近隣市町の医療機関との広域連携体制の構築、搬送体制の確立が必要です。 

ウ へき地の診療を支援する医療の機能 

○ 少人数の集落が点在する根室圏域では、日常的な医療の確保が求められており、交

通手段の確保や整備、医療資源の確保など問題が山積しています。 

○ 特に、地域センター病院の機能充実、医師等医療従事者の確保・定着に関する諸対

策、患者搬送体制の充実強化を図るプライマリ・ケアを重視した医療提供体制の確立

が求められています。 

○ 医療従事者の負担軽減を図り、かつ、患者の日常生活圏で適切な診療を受けられる

ために、ＩＣＴ活用により隣接する釧路圏等の高度・専門医療機関と地域医療機関間

での医療情報共有による連携が重要です。 

○ へき地の診療を支援する医療機関からの医師派遣等の機能について、オンライン診 

療等も活用し、強化していく必要があります。 

 

 

＊５＜指定管理者とは＞ 

 指定管理は「指定管理者制度」による管理で、この制度は、平成 15 年９月２日付けで改正地

方自治法が施行され、地方自治体の公の施設の管理に関する制度が改正されたことによって創

設された。 

  この改正によって、民間企業やＮＰＯなどを含む幅広い団体が、地方自治体が指定する「指

定管理者」として、公の施設の管理を行うことができるようになった。 
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エ 行政機関等によるへき地医療の支援 

○ 行政機関等によるへき地の医療機関に従事する医療スタッフの支援など、へき地の

医療提供体制の確保に向けた支援を行う必要があります。 

 

（３）必要な医療機能 

ア へき地における保健指導の機能 

○ 一定の区域内に医療機関がない地域における保健指導の提供が必要です。 

イ へき地における診療の機能 

○ 地域住民の日常的な医療や初期救急医療の体制を確保することが必要です。  

○ 専門的な医療や高度な医療へ搬送する体制を整備することが必要です。 

ウ へき地の診療を支援する医療の機能 

○ 診療支援機能の向上を図ることが必要です。 

エ 行政機関等によるへき地医療の支援 

○ 一定の区域内に医療機関がない地域において、継続的に医療サービスを提供できる

よう関係機関の調整を行うことが必要です。  

 

（４）数値目標等 

項     目
 

現状 令和11年度までの対応
 

へき地診療所 知床らうす国民健康保険診療所 現状維持 

へき地医療拠点病院  町立中標津病院 〃 

 

（５）数値目標等を達成するために必要な施策 

○ 関係機関相互の連携により、適切な保健及び医療サービスが継続して実施される体

制の維持・構築に努めます。 

ア へき地における保健指導 

○ 市町や最寄りのへき地診療所等との連携の下、住民の保健衛生状態を十分把握し、  

計画的に地域の実情に即した保健指導を行います。 

 イ へき地の診療を支援する医療の機能 

  ○ 医療従事者を対象とした研修会の開催など、へき地医療拠点病院や地域センター病

院が行うへき地医療支援活動に対して支援します。 

  ○ 市町が患者輸送車等を整備する事業に対して支援し、搬送体制の整備に取り組みま

す。 

  ○ 遠隔医療や診療情報の共有ネットワーク化を行うため、必要な機器等の整備を行う

へき地医療拠点病院などに対して支援します。 

  ○ 医育大学に設置した地域医療支援センターによる医師派遣等を活用し、医師の確保

が行われるよう支援します。 
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ウ 行政機関等によるへき地医療の支援 

○ 保健所のホームページを活用し、根室圏域の地域医療の現状や地域医療を確保する

ための対策などについて紹介します。 
 
 

（６）医療機関等の具体的名称 

 【へき地医療拠点病院】                                            令和６年１月 11 日現在 

第三次医療圏 第二次医療圏 医療機関名称 

釧路・根室 

 

 釧  路   市立釧路総合病院 

 根  室   町立中標津病院 

  

 【へき地診療所】                                                令和６年１月 11 日現在 

第三次医療圏 第二次医療圏 医療機関名称 

 

 

釧路・根室 

 

 

 

  

 

釧  路 

 

 

  浜中町立浜中診療所 

  鶴居村立鶴居診療所 

 北海道立阿寒湖畔診療所 

 市立釧路国民健康保険音別診療所 

  市立釧路国民健康保険阿寒診療所 

根  室   知床らうす国民健康保険診療所 

  ＊ へき地医療に係る各医療機関名簿は、北海道医療計画別表 16 により随時更 

 

（７）歯科医療機関（病院歯科、歯科診療所）の役割 

 ○ 歯科医師の確保が困難な、へき地における歯科保健医療サービスの確保に努めます。 

 

（８）薬局の役割 

 ○ 無薬局地区における医薬品や医療・衛生材料等の提供体制を確保するため、市街地

の薬局による在宅医療などの提供に努めます。 

 

（９）訪問看護事業所の役割 

 ○ 医療資源が限られるへき地において、地域の特性や生活状況を踏まえた適切なケア

が提供されるよう努めます。 
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参考【道としての取組イメージ図】 

 

 


